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1.はじめに 

 近年、水域に生息している生物相を把握する手法とし

て環境 DNA メタバーコーディング法が急速に普及して

いる。この技術は、海域や河川、湖沼等から採水し、そ

の水に含まれている生物由来の DNA(環境 DNA)を分

析することで、採水した地点周辺に生息する生物相を

把握することが出来る。 

魚類を対象とした従来手法による生物相調査は、直

接捕獲の後に種同定する必要がある。この従来手法で

は、調査には十分な技術と経験、および時間が必要で

ある。また、種同定には専門的な知識が必要であり、多

大な労力と時間を要する。一方で、環境 DNA メタバー

コーディング法は採水・濾過するのみで調査は終了し、

分析も短期間で終えることが可能である。また、捕獲調

査では捕獲漏れの可能性を考慮する必要があるものの、

環境DNA メタバーコーディング法は生物相を網羅的に

把握することができる。特に魚類に関しては、MiFish プ

ライマー(Miya et al. 2015)が設計され、魚類であればほ

ぼ全ての分類群で種判別が可能となっている。簡便な

調査かつ高解像度な分析力を有するため、環境 DNA

メタバーコーディング法のモニタリングへの適用が期待

されている。 

本研究では、水質汚濁が深刻とされる博多湾の魚類

相を環境 DNA メタバーコーディング法で把握し、かつ

水質調査も同時に行うことで、魚類相と沿岸環境の関

係性の把握を目的として行った。 

 

2.調査方法 

 調査は 2018年 3月 6-7日 8月 29-30日、11月 28-29

日の計 6 日間、国土交通省九州地方整備局所属の監

督船なじまに乗船し、実施した。博多湾内に 4つの海域

を設定し、東部側から順にE、M、I、Wとした。それぞれ

の海域で調査地点を 4 つ設定し、計 16 地点で調査を

行った(図 1)。全 16地点において、バケツを用いて表層

水を 2L汲み、ポリタンクに保存した。採水した試料水は、

ステリべクス HV-フィルター(0.45μm)を用いて 1L濾過し

た。濾過したフィルター内に RNAlater を充填し、-25℃

で冷凍保存した。その後、実験室において DNA抽出、

MiFish プライマーを用いた PCR を行い、illumina 社製

次世代シーケンサーMiSeq を用いた超並列シーケンス

を実施した。得られたデータはMiFish Pipelineを用いて

種同定を行い、各海域の魚種リストを作成した。本研究

では 2018年 3月に採水した試料のみを分析に供した。 

 

 

        図 1. 博多湾における調査地点 

 

 水質調査は HORIBA 社製マルチ水質チェッカーを使

用し、各地点の表層、中層、底層それぞれで、水温・

pH・pHmV・ORPmV・mS/cm・NTU・mg/L DO・g/L TDS・

ppt・σtの計 10項目を計測した。 

 

3.結果と考察 

(1)環境 DNA メタバーコーディング 

 海域E、M、I、Wで検出された魚種はそれぞれ18種、

12種、15種、16種であり、計 35種が検出された。海域

EとM は開発等による魚類相への影響が懸念されるが、

種数のみでは他海域と明確な差異は見られなかった。

各海域で検出されたリード数(DNA量)TOP10を表 1に

まとめた。E、M、I、Wの全ての海域で、コノシロが最も

多く検出された。このことから、調査を実施した 3月には、
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博多湾全域でコノシロが多く生息していたことが推測さ

れる。また、全海域でコノシロとボラが検出された。この 2

種は沿岸域に生息しよく確認される種であり、環境

DNA メタバーコーディング法の有用性が確認された。 

 

表 1. 各海域で検出された魚種のリード数 TOP10 

 

 

 次に、1海域でのみ検出された種を以下にまとめた。 

 海域 E では、マイワシ、ドジョウ、スケトウダラ、シモフリ

シマハゼ、サバ属の一種、マコガレイが唯一検出された。

マイワシやサバ類は回遊魚であり、シモフリシマハゼや

マコガレイは沿岸域の砂泥底を好んで住む魚である。こ

れらのことから、海域 E は様々な種が生息している海域

であると考えられる。一方で、博多湾には本来生息して

いないタラ科の一種が検出された。これは沿岸部に稼働

する明太子工場等の排水に由来すると考えられる。 

 海域 M では、カマツカ、ウッカリカサゴ、ブルーギル、

マハゼ、ハゼ科の一種、トラフグ属の一種が唯一検出さ

れた。河川や河口部、浅海域で見られる種であることか

ら、海域Mに流れ込む室見川に影響を強く受けていると

考えられる。 

海域 I では、ボラ属の一種、ギンポ、イダテンギンポ、

アカオビシマハゼが唯一検出された。海域 Iには瑞梅寺

川が流入しており、その河口部には今津干潟が広がっ

ている。今津干潟には、牡蠣礁も発達していることから、

砂泥質に生息する種、並びに岩礁帯に生息する種の両

方が検出されたと考えられる。 

海域 W では、アイナメ属の一種、シロギス、ハタタテ

ヌメリが唯一検出された。最も沖合に位置しているが、

上述の種の中には藻場を好む種が検出されている。付

近に藻場が広がっている可能性が高いと推測される。 

 

(2)水質調査 

 3 月と 11 月の水質に関しては、各項目で海域間での

明瞭な差異が見られず、DO 値を環境基本法の環境基

準と比較したところ、貧酸素の傾向は見られなかった。

しかし、8月調査時では、海域 Eの地点 4、海域Mの地

点 1、2、4、および海域 Iの地点 3の底層では、DO値が

4.0 mg/L を大きく下回り、貧酸素状態となっていた。特

に海域 M は 4 地点中 3 地点が該当した。これは、この

海域では浚渫による窪地が形成されており、特に貧酸

素になりやすい状況になっていることが考えられる。 

 

 

図 2. 8月の博多湾の水深－DOグラフ 

 

4.まとめ 

 環境 DNA メタバーコーディング法により、3 月調査時

の各海域の魚類相が明らかとなった。開発が進んだ沿

岸部の沖合に位置する海域E、およびMは水域環境の

悪化が懸念されたが、種数のみでは他海域と明確な差

異は検出されなかった。水質調査の結果、3 月、11 月

調査時には海域ごとの明瞭な差異は確認されず、貧酸

素状態ではなかったのに対し、8 月調査時には特に海

域Mの底層付近で貧酸素水塊がみられた。今後、8月

および 11 月採水試料に関し、環境 DNA メタバーコー

ディング法による分析を実施し、魚類相と水質の関連性

について、検証を行う予定である。 
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